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２　海洋教育指導資料の作成
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　学校での授業は原則的に教科書に沿って行われるものであり、教科書に記載されている
海に関する内容は、教員が海洋教育を実践するうえで大切な内容になります。そこで、教
科書に記載されている内容のうちで「海」に関連するものを抽出し、「どのように海に関
連するのか」「どのように海に関連して内容を膨らませることができるか」を注釈した資
料が、海洋教育の指導資料として有効だと期待できます。教科書にすでに記載されている
内容なので教員にとって実施のハードルは低く、海から離れた地域でも海洋教育が実践で
きるという意識を持つことにも繋がります。
　今年度は、理科、社会科、国語科の３教科について、小学校、中学校および高等学校の
教科書から「海」関連の内容を抽出し、指導資料を作成しました。

2-1　小学校教科書からの抽出

小学校・理科 東京書籍 新しい理科４

東京書籍 新しい理科５

東京書籍 新しい理科６

小学校・社会科 東京書籍 新しい社会３・４上

東京書籍 新しい社会３・４下

東京書籍 新しい社会５上

東京書籍 新しい社会５下

東京書籍 新しい社会６上

東京書籍 新しい社会６下

小学校・国語科 東京書籍

海洋教育指導資料の作成
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❶東京書籍・小学校理科の教科書における「海」

４年生

13ページ

著作権法により
図版は掲載できません

理科のひろば「生き物の活動がさかんになる
季節（春）」で取り上げられている例のうち、
愛媛県は海が取り上げられています。

著作権法により
図版は掲載できません

59ページ

著作権法により
図版は掲載できません

理科のひろば「生き物の活動がますますさか
んになる季節（夏）」で取り上げられている
例のうち、愛媛県は海が取り上げられていま
す。

著作権法により
図版は掲載できません
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85ページ

著作権法により
図版は掲載できません

理科のひろば「冬に向けたじゅんびの季節
（秋）」で取り上げられている例のうち、愛媛
県は海が取り上げられています。

著作権法により
図版は掲載できません

87ページ

著作権法により
図版は掲載できません

空気を閉じ込めて使う道具の例として、海で
使う浮き袋が取り上げられている。

124ページ

著作権法により
図版は掲載できません

水の循環に関する説明で海の絵および言葉が
出ています。
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135ページ

著作権法により
図版は掲載できません

理科のひろば「冬ごしの季節（冬）」で取り
上げられている例のうち、愛媛県は海が取り
上げられています。

著作権法により
図版は掲載できません

150ページ（発展的取扱い）

著作権法により
図版は掲載できません

「生き物の１年をふり返って」の中で、海の
１年間を取り上げることができる。
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５年生

９ページ（発展的取扱い）

著作権法により
図版は掲載できません

気象衛星の雲写真に海を含む日本全体の写真
が取り上げられている。ここで海の関わりを
考えることができる。

著作権法により
図版は掲載できません

15ページ

著作権法により
図版は掲載できません

天気の変化と季節

日本全体での雲の様子で、日本海側で特徴的
な雲のでき方が紹介されている。

17ページ

著作権法により
図版は掲載できません

季節ごとの天気の変化を調べてみよう」で、
日本海側と太平洋側の天気の違いを扱い、海
洋における日本列島の位置という観点から天
気が述べられている。

23ページ（発展的な取扱い）

著作権法により
図版は掲載できません

「発芽の条件」として、海辺の植物では塩も
関係あるだろうか、という視点を持つことが
できる。
実際には多くの植物で塩は生育の阻害条件で
あり、「塩害」を取り上げることができる一
方、海でも育つ植物として海草などを取り上
げることができる。
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40ページ

著作権法により
図版は掲載できません

「サケのたまごの変化」として、海に棲む魚
の例としてサケが取り上げられ、海から川へ
の遡上が説明されています。

41ページ（発展的取扱い）

著作権法により
図版は掲載できません

「魚は何を食べているのか」の中で、海の魚
は何を食べているだろうか、といった発問を
することができます。43ページの内容に繋が
ります。

◎43ページ

著作権法により
図版は掲載できません

「海の水の中にも、いろいろな小さな生き物
がいて、魚などの食べ物になっているよ」と
いう話題で、海の中の食物連鎖が取り上げら
れている。

61ページ

著作権法により
図版は掲載できません

「台風の進み方と天気の変化を調べよう」の
テーマで、台風は必ず海で生まれることと、
その理由について取り上げることができる。
次の62ページの「まとめ」に繋がる内容であ
る。

62ページ

著作権法により
図版は掲載できません
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68ページ

著作権法により
図版は掲載できません

川の行き着く先として海を取り上げることが
できる。

◎120ページ

「塩を海のめぐみです」

著作権法により
図版は掲載できません

として、海水には多量の塩が溶けているこ
と、それを我々は塩作りに利用してきたこと
が紹介されている。129ページの内容に繋が
ります。

◎129ページ

海水から塩を取り出す、あるいは岩塩から塩を
作る

著作権法により
図版は掲載できません

120ページの内容に関連した内容です。

お茶の水女子大学で開発した「塩をつくろ
う」教材にも関連します。
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６年生

４ページ、５ページ

著作権法により
図版は掲載できません

著作権法により
図版は掲載できません

「地球と生き物のくらし」として、海に棲む
様々な生き物が取り上げられています。
サンゴ礁
アオウミガメ
アカメ（太平洋岸～河口の汽水域に住む肉食
性の魚です）
テナガエビ（淡水～汽水域に住むエビです）

41ページ

著作権法により
図版は掲載できません

「いろいろな動物の呼吸や消化などのしくみ
と、からだのつくりを調べよう」として、海
に棲むクジラが紹介されています。
ここで、海に棲む生き物にとって何が必要
か、考えさせることができます。

57ページ

著作権法により
図版は掲載できません

「生き物のくらしと環境」のトビラで海の魚
が紹介されています。

64ページ

著作権法により
図版は掲載できません

海の中にも食物連鎖があることが紹介されて
います。

ここでは動物の植物連鎖だけですが、陸上の
生き物と同じように、動物と植物、植物と日
光の関係についても取り上げると学びが深ま
ります。



122

小
学
校
教
科
書
か
ら
の
抽
出

67ページ

著作権法により
図版は掲載できません

「生き物と環境とのかかわり」として、生き
物と環境との関わりを考えさせる絵が紹介さ
れている。
この中に海が描かれており、海におけるそれ
らを取り上げることができる。

94ページ

著作権法により
図版は掲載できません

地層のでき方

地層が、海や湖の底で層になって堆積してで
きることが説明されています。
また、木の葉の化石が海の底でできることも
紹介されています。
95ページに繋がる内容です。

95ページ

著作権法により
図版は掲載できません

「海や湖の底でできた地層が陸上でみられる
のはなぜか」として、高さ4000メートルの高
山で見つかった、海に住んでいたアンモナイ
ト化石の例が紹介されています。

96～97ページ

著作権法により
図版は掲載できません

長い地球の歴史のなかで恐竜やヒトの誕生が
ごく最近であることの紹介とともに、それよ
り古い時代に海のなかでアンモナイトが棲ん
でいたことが絵で示されています。
海には古くから生き物がいた、陸上の生き物
はかつて海に棲んでいたと考えられているこ
となどを話題として取り上げることができます。

111ページ

「化石から、その化石ができたころのようす
を調べてみよう」

著作権法により
図版は掲載できません

サンゴの化石が見つかり、そこが浅い海だっ
たことが分かった例が紹介されています。
このことから、今は海でなくても過去は海で
あったかもしれない、という視点を持って生
活空間を眺めることができます。
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135ページ

著作権法により
図版は掲載できません

この内容と、これ以降の「金属も水よう液に
溶けていることがある」の学習とを合わせ
て、「食塩水といえば海水にも塩が溶けてい
るね。それでは、海水に溶けているのは食塩
だけなのかな？」として、海水に溶けている
ものを考えさせる発展的な学習につなげるこ
とができる。

164ページ

著作権法により
図版は掲載できません

電気を作る材料として「石油などの化石燃
料」が紹介されています。
この挿絵のなかに船が書かれているが、これ
はどうしてだろう？という視点を持ち、石油
は日本国内では採れない、そのため外国から
船で運ばれてくる、船の行きかう海は重要な
交通ルートだ、という展開で海の重要性に気
付かせることができます。

169ページ

「地球の気温が高くなっている」

著作権法により
図版は掲載できません

「地球の気温が上がることによって、陸地の
氷が溶けたり、海水の体積が大きくなったり
して、海水面が上昇し、島が沈んでしまうこ
とが心配されている」と紹介されている。
それでは海水面は下がったほうがいいのか？　
下がるとどんな事が起きるか？という視点を
持ち、下がった場合は沿岸の海藻類や動物が
棲息場所を失ってしまうことを考え、海の環
境を現在のままに保存・保護することがとて
も重要であることに気付かせることができま
す。

170ページ

著作権法により
図版は掲載できません

下水処理場は汚れた水が川に流れ込まないよ
うに作られているが、川の行き着く先は海で
あることを考え、海の環境を守るためにもこ
ういった施設が重要であることを考えさせる
ことができます。
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❷東京書籍・小学校社会科の教科書における「海」

東京書籍　新しい社会３・４上

23ページ

著作権法により
図版は掲載できません

「わたしたちの市」にはどのような場所があ
るか、という学習課題で、「海に近いところ
もある」として海が持ち出されています。

28ページ

著作権法により
図版は掲載できません

「仙台港のまわり」として、港の特徴が紹介
されています。
なぜ港の海岸線はまっすぐなのか？という問
題提起により港の機能を考えることができる
内容になっています。（29ページに解答あり）

28ページ

著作権法により
図版は掲載できません

また、「港には、遠くからたくさんの船が入っ
てきて、いろいろなものを運んできます。反
対に、船でいろいろなものを遠くに送ること
もできます」
として、運輸に関する港の機能、船の機能、
そして海の能力について述べられています。

29ページ

著作権法により
図版は掲載できません

「工場はなぜ海の近くに集まっているのか？」
という問題提起により、港の機能、ひいては
海の機能を考えさせることができます。
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35ページ

著作権法により
図版は掲載できません

学習の振り返りでふたたび海が取り上げられ
ており、海への意識を再び持たせることがで
きます。

39ページ

著作権法により
図版は掲載できません

港そのものから、港で働く人にスポットを当
てることで、「海に関係する仕事」を取り上
げることができます。

55ページ

著作権法により
図版は掲載できません

魚が紹介されています。私たちの生活を成り
立たせる商品には、写真のように海で獲れた
ものが含まれていることを説明することがで
きます。

55ページ

著作権法により
図版は掲載できません

スーパーマーケットに並ぶさまざまな商品
が、日本各地が海外から運ばれてくることが
説明されています。
このとき、挿絵の中に船が描かれていること
に注目し、
・ これらの商品はどうやって運ばれてくるの
か

・なぜ船の絵が描いてあるのか
を考えると、海は目の前になくても私たちの
生活を支える大事な存在であることを考えさ
せることができます。
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75ページ

著作権法により
図版は掲載できません

この記述をもとに、魚を材料とした食べ物に
ついて考えさせることができます。
さらに、魚以外でも海から得られたものを材
料とした食べ物について考えさせることがで
きます。

76ページ

著作権法により
図版は掲載できません

75ページの続きです。

77ページ

著作権法により
図版は掲載できません

かまぼこ工場の解説で、かまぼこの材料であ
る魚をどこから、どのように調達しているか
が書かれています。
ここで、海の資源としての魚が海の資源であ
ることや、「なぜ昔は仙台の海で獲れた魚だ
けだったのに、今は仙台だけではなく外国の
海で取れた魚も使うようになっているの
か？」を考えさせ、海の資源を守る重要性を
考えさせることができます。
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東京書籍　新しい社会３・４下

37ページ

著作権法により
図版は掲載できません

「水はどこから来るのだろう」という学習で、
海水から真水を作る仕組みが紹介されていま
す。このような技術の開発は理科の学習とつ
ながる内容ですが、海に囲まれた、日本なら
ではの施設といえます。
「海の国・日本」を紹介できるよい事例です。

53ページ

著作権法により
図版は掲載できません

生活で利用している水が、海を循環して私た
ちの生活に役立っていること、つまり、海は
目の前にないけれども私たちの生活の一部で
あることを考えさせることができます。

53ページ

著作権法により
図版は掲載できません

37ページで紹介した内容と関連しますが、海
水から真水を作る試みは日本だけではなく外
国でも行われています。
また、外国にあるこれらの施設でも日本が建
設していたり日本の技術（逆浸透膜）が使わ
れているなど、海洋国家・日本で生まれた技
術が世界に役立っています。

76ページ

著作権法により
図版は掲載できません

名古屋市にある干潟が紹介され、「水鳥やカ
ニなどの生き物が集まる場所です」と説明さ
れています。ここがゴミ処分場として埋め立
てられそうになったが、その後、中止された
ことが紹介されています。
「ゴミを減らすための取組み」の例として挙
げられていますが、「海（海辺）は守らなく
てはならないもの」との考えを持つことがで
きる内容です。
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81ページ

著作権法により
図版は掲載できません

76ページの続きで、干潟（海辺）は「自然と
人が共に生き続ける社会」の象徴として考え
ることができます。

81ページ

著作権法により
図版は掲載できません

ラムサール条約（湿地の保存に関する国際条
約）に登録している場所の多くが沿岸である
ことを説明し、生き物の生存のために必要
な、守るべき大切な場所が海辺に多いことを
説明することができます。

82ページ

著作権法により
図版は掲載できません

「暮らしを支える電気」の説明で、火力発電
所も原子力発電所も、海の傍に作られている
のはなぜ？という疑問を持つことから、わた
したちの生活を支える電気も、実は海に支え
られていることを学ぶことができます。

112ページ

著作権法により
図版は掲載できません

有明海の海苔が紹介されており、
・海苔は海の生き物であること
・ 海の生き物が私たちの食生活を支えている
こと

・ 海で働くひとがいるから成り立っているこ
と

・ 海の恵みをより多く享受できるよう、人々
が工夫してきたこと

を学ぶことができます。
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124ページ

著作権法により
図版は掲載できません

著作権法により
図版は掲載できません

兵庫県姫路市を例に、「陸・海・空の交通の
広がりについて話し合おう」として、海の交
通について考えを持つことができるよう期待
されています。

152ページ

著作権法により
図版は掲載できません

「直線の海岸が多いのは、コンテナを運ぶ船
のためなのかな」として、海岸の利用につい
て考えを持つことができます。

126ページ

著作権法により
図版は掲載できません

海の仕事が紹介されています。

152ページ

著作権法により
図版は掲載できません

港を通した世界とのつながりについて書かれ
ています。
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153ページ

著作権法により
図版は掲載できません

152ページの続きです。

156ページ

著作権法により
図版は掲載できません

神戸市から伸びるフェリー航路が紹介されて
おり、「国内海運」について考えを持つこと
ができます。

160ページ

著作権法により
図版は掲載できません

都道府県カルタで「カステラやチャンポンう
まい長崎県」と紹介されていますが、ここま
での学習をもとに、海のまちは他にもあるだ
ろうか、と考えることができます。
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東京書籍　新しい社会５上

３ページ

著作権法により
図版は掲載できません

世界における海を学びます。

５～６ページ

著作権法により
図版は掲載できません

著作権法により
図版は掲載できません

「海洋の調べ方」や「太平洋、大西洋、イン
ド洋の３つの海」を学びます。
それらの位置関係を押さえたうえで、日本が
大きな大陸には属さず、そこから離れた「海
に囲まれた国＝海洋国家」であることを学ぶ
ことができます。

８～９ページ

著作権法により
図版は掲載できません

６ページの関連で、日本が数多くの島々から
なる海洋国家であることを学ぶことができま
す。

著作権法により
図版は掲載できません
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11ページ

著作権法により
図版は掲載できません

ここでも、日本が海に囲まれた島国、海洋国
家であることを学ぶことができます。

13ページ

著作権法により
図版は掲載できません

我が国の地形の特徴も、「海洋国家・日本」
の成り立ちと合わせて考えられればたいへん
良い教材になります。
（そのことをここですぐに学習するのではな
く、海の勉強の際に振り返ると良いでしょう）

23ページ

著作権法により
図版は掲載できません

理科での学習内容と関連しますが、梅雨や台
風で降る雨はどこから運ばれてきたのだろ
う？と考えることで、農業用水や飲料水とし
て欠かせない水はもともと海からやってきた
ものであることに気づき、海の恵みについて
考えることができます。

29ページ

著作権法により
図版は掲載できません

「沖縄県の文化や自然を守る」との学習のな
かで、赤土が海に流れ込んでサンゴが損なわ
れている問題が取り扱われています。
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46～47ページ

第２章「わたしたちの生活と食料生産」

著作権法により
図版は掲載できません

著作権法により
図版は掲載できません

これから学習する内容ですが、魚などの水産
物の産地名を明記することが最近なされるよ
うになってきました。
なぜそうなのか、ここで意識付けしておくこ
とが大切です。

49ページ

著作権法により
図版は掲載できません

それぞれの人が何をしているか考えましょ
う。すなわち、漁師さんは魚を獲る仕事であ
り、海（または川、湖）の恵みを得る仕事で
す。

68ページ

著作権法により
図版は掲載できません

著作権法により
図版は掲載できません

静岡県の水産業が紹介される章です。海の恵
みについて学ぶ、重要な章です。
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69ページ

著作権法により
図版は掲載できません

かつおの回遊について紹介されています。
世界の海はつながっていることを学ぶよい教
材です。

69ページ

著作権法により
図版は掲載できません

焼津港の水揚量が載せられています。
日本人の摂取する栄養素のうち、タンパク質
は水産物由来が半分近くを占めますが、これ
はあまり知られていません。このことに触れ
るよい教材です。

70ページ

著作権法により
図版は掲載できません

まさに「海の恵み」を頂いている瞬間です。
養殖ではないので「海が育てている」わけで
す。このことに触れましょう。

71ページ

著作権法により
図版は掲載できません

漁業の種類について紹介されています。
・海の恵みで私たちは暮せていること
・ 海の恵みを活かすために様々な工夫が考え
られてきたこと（漁業の分類）
・ 海は危険と隣り合わせの場所でもあり、危
険を避けながら暮らしてきたことも「海洋
国家」の姿であること
・他にはどんな、海の恵みがあるかな？

73ページ

著作権法により
図版は掲載できません

身の回りにある、海から得られたものの加工
品を探してみましょう。
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74～75ページ

著作権法により
図版は掲載できません

著作権法により
図版は掲載できません

海の資源量とその管理について学べる、たい
へん良い素材です。
・ 日本で食べる魚は、日本だけでなく世界か
ら輸入されていること

・ 水産物の輸入量がどのように変化している
か

・魚をとり過ぎると、どんなことが起きるか
・ 魚を獲るだけではなく、育てることも行わ
れていること

・ 魚を育てることについても、日本は世界最
先端を走る「海洋国家であること」（近大
マグロなど）
・ 漁業は日本に住む人々の食生活を支える大
事な産業であり、このまま廃れてしまうの
ではなく守らなければならない重要な産業
であること

76～77ページ

著作権法により
図版は掲載できません

著作権法により
図版は掲載できません

魚の養殖について紹介されています。水温や
餌の管理が重要なことに触れられており、そ
のうえで
「海の資源を育てることによって静岡県の漁
業をもりたてています」
「自然では100万個のたまごから１匹しか育た
ないけれど、養殖では30万匹が稚魚になる」
「養殖やさいばい漁業によって水産業が支え
られている」
ことが述べられています。

水産業は「海の恵みをいただく」＋「海を利
用する」＝「海との共生」という海洋国家の
目指す具体的な姿のひとつであり、授業で大
きくとりあげたい部分です。

78～79ページ

著作権法により
図版は掲載できません

海で獲れた魚がどのようにスーパーに並ぶの
か、真鯛を例にして説明されています。
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80ページ

著作権法により
図版は掲載できません

「豊かな海づくり」として、海との共生を実
現するために行われている取組みが紹介され
ています。
「海との共生」は、海洋国家・日本を形づく
るうえで非常に重要な概念です。

81ページ

著作権法により
図版は掲載できません

これまでの学習のまとめです。
ここで、「海からの恵みの大切さ」「海を守る
ことの大切さ」「海との共生」について振り
返り、我が国は「海洋国家」であったことを
しっかり学ばせましょう。
（このとき、５～６ページあるいは13ページ
で学んだことが生きてくるので、ここもしっ
かり振り返りましょう）

82ページ

著作権法により
図版は掲載できません

「これからの食料生産とわたしたち」という
章で、食材の調達環境を学びます。
冒頭の児童の会話で「魚売り場でも、とれた
海や漁港の名などが書いてあるものがたくさ
んありました」として、魚のトレーサビリ
ティについて触れられています。
ここはしっかりと振り返りましょう。

88ページ

著作権法により
図版は掲載できません

「わたしたちの環境と食料生産」として絵が
紹介されていますが、ここで、一見海から離
れた場所のように見える内陸部の農業と海の
環境がつながっていることを学ぶことができ
ます。

著作権法により
図版は掲載できません

特に、この児童の発言は、
・ 海の環境と内陸部の環境がつながっている
こと

・ 海の環境を守るための活動が実際に行われ
ていること

・ 内陸部でも、海の環境を守るために出来る
ことがあること

を示しており、大変重要な発言です。
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89ページ

著作権法により
図版は掲載できません

いそやけについて説明がされています。

著作権法により
図版は掲載できません

ここで重要なことは、
・ 「いそやけ」という現象を知ること
・ 磯焼けは、漁業にとって（漁業をいとなむ
人にとって）たいへん困った問題であるこ
と

・ その原因は、さまざまに考えられているも
のの、いまだはっきりとは分かっていない
こと

・ 磯焼けを防ぐためには、原因を突き止める
ための研究が必要であること

・ その第一歩として、陸上と海の両方の環境
に対して関心を持ち、行動することが重要
であること

です。
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東京書籍　新しい社会５下

著作権法により
図版は掲載できません

（20ページ～）

22～23ページ

著作権法により
図版は掲載できません

著作権法により
図版は掲載できません

「海ぞいに広がる工業地域」として、太平洋
ベルトが紹介されています。なぜ海ぞいに広
がるのか、その理由を探る活動から海（海上
交通）の重要性を学ぶことができます。

28ページ

著作権法により
図版は掲載できません

工業製品が運ばれていく際の窓口として「東
京湾」が紹介されています。22～23ページの
復習で、改めて海上輸送の重要性を学びます。
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29ページ

著作権法により
図版は掲載できません

著作権法により
図版は掲載できません

ここでは、「トラックによる輸送」「船による
──」「鉄道による──」「飛行機による
──」それぞれの利点と欠点を述べさせると
良いでしょう。
なお、トン・キロベースで考えた場合、国内
航路による輸送量は鉄道や高速道路を加えた
なかで４割に及ぶとされています。このこと
も少し触れられると良いでしょう。

32ページ

著作権法により
図版は掲載できません

原油を運ぶ船が紹介されています。
なぜ、原油は船で運ばなければならないので
しょうか？その訳を考えましょう。

38ページ

著作権法により
図版は掲載できません

振り返りですが、工場が海ぞいに建てられて
いることを再度、確認しましょう。

39ページ

著作権法により
図版は掲載できません

このように学んだことを新聞にまとめる場
合、ひとつの視点として「海の関わり」を考
えるのもよいでしょう。
（つまり、なぜ「太平洋」ベルト地帯なのか、
ということを視点として持ちます）
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40ページ

著作権法により
図版は掲載できません

これまで学習したような工場だけでなく、製
鉄所も海ぞいに多く作られています。これは
製鉄の原料となる鉄鉱石などが、すべて海外
からの輸入に頼っているからです。

41ページ

著作権法により
図版は掲載できません

これは上の問いへの答えです。このような作
業が必要なため、海ぞいに建設するほうが有
利なのです。

42ページ

著作権法により
図版は掲載できません

製鉄所の製品は国内および海外に運ばれてい
く。そのためにもやはり、工場は海ぞいに作
られているほうが有利になります。

45～46ページ

著作権法により
図版は掲載できません

著作権法により
図版は掲載できません

石油工場もまた、海ぞいに建てられています。
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48ページ

著作権法により
図版は掲載できません

これは５年（上）の振り返りです。「海の学
習」として学んだことも振り返れるようにし
ましょう。

114ページ

著作権法により
図版は掲載できません

「世界とつながる日本」のまとめ学習です。
何でつながっているか、そして船の重要性に
ついておさらいをしましょう。
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８ページ

著作権法により
図版は掲載できません

縄文時代から、私たちの祖先は海の魚や貝を
食材として利用してきたことが分かっていま
す。

11ページ

著作権法により
図版は掲載できません

中国で１万年前に始まった米つくりが、2300
年前には日本に伝わっていた。この頃すで
に、海を渡って技術や情報を伝える活動が行
われていたことが分かります。

22ページ

著作権法により
図版は掲載できません

５世紀後半頃、私たちの祖先は国土を統一し
ましたが、そのときには海を隔てて離れた地
域（国）も平定しています。海を渡る技術が
すでにあったことを示しています。
また、奈良地方にあった大和朝廷が九州地方
を従えていたということは、国内でも海を渡
る方法が出来ていたことを示しています。

25ページ

著作権法により
図版は掲載できません

かつての古墳の多くが海沿いから発見されて
いることから、どのような事が考えられるで
しょうか。
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29ページ

著作権法により
図版は掲載できません

こういった交通を可能にするためには、どの
ような技術が必要でしょうか（船を作る技
術・船をあやつる技術）。
当時の日本にはすでにこれらの技術があり、
日本海を渡ることが出来たということです。
今、わたしたちにこれが出来るのはどのくら
いいるでしょうか（船を作り、船をあやつる
技術を持った人）。

30ページ

著作権法により
図版は掲載できません

全国から都に運ばれてきた各地の物産品で
す。海産物がとても多いことに着目しましょ
う。

36ページ

著作権法により
図版は掲載できません

「遣唐使たちの航海は命がけでした」
ということから分かるように航海は決して簡
単ではなかった。
島国である日本が、航海の技術を高めていっ
たといえるでしょう。

37ページ

著作権法により
図版は掲載できません

ここにも、航海が大変危険な活動であったこ
とが書かれています。



144

小
学
校
教
科
書
か
ら
の
抽
出

47ページ

著作権法により
図版は掲載できません

このことから、当時、海上交通がたいへん重
要、かつ危険な活動であったことが分かりま
す。

77ページ

著作権法により
図版は掲載できません

江戸時代の人々の暮らしが説明されています。
・食料として海のめぐみを得ていた
・漁業を営む人も「百姓」と呼ばれている
ことが書かれています。

78ページ

著作権法により
図版は掲載できません

この時代、こういった海上交通が盛んだった
ことが分かります。

80ページ

著作権法により
図版は掲載できません

遣唐使の時代（７世紀頃）、あれほど危険を
伴った海を渡る活動が、この頃は定期的に物
資を運ぶ活動になっていました。
何が変わったのでしょうか？

81ページ

著作権法により
図版は掲載できません

「まず対馬に立ち寄った後、海路と陸路を経
て」とありますが、日本国内でも海路を使っ
たということでしょうか。
どのような利点があったからそうしたと考え
られますか？
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86ページ

著作権法により
図版は掲載できません

寿司店があるのでしょうか。

著作権法により
図版は掲載できません

これは寿司屋だそうです。寿司を売るために
は、何（どういった仕事）が必要でしょうか。

88ページ

著作権法により
図版は掲載できません

魚市場があったようです。寿司を売るために
は魚が売られていなければなりません。こう
いった漁業が発達し、江戸の生活を支えてい
たことがわかります。

149ページ

著作権法により
図版は掲載できません

「海をへだててまわりの国と接している」と
は、どういうことでしょうか。間に海がある
なら、接していないのではないでしょうか。
このことから、領海や公海のことなど、海に
関する国際的な決まり事について考えていく
ことができます。
また、なぜそのようなことを決めなければな
らないかを考え、海には水産物や鉱物、ある
いは開運など、多くの資源や権益が関わって
いるのだということを学ぶことができます。
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東京書籍　新しい社会６下

19ページ

著作権法により
図版は掲載できません

国民の祝日として7月の「海の日」が紹介さ
れています。
「海のめぐみに感謝するとともに、海洋国日
本の繁栄を願う」と書かれています。しっか
りと取り上げましょう。

56ページ

著作権法により
図版は掲載できません

サウジアラビアでは「淡水化工場」で、海水
から飲み水や生活用水を作っていると書かれ
ています。
このような施設は、比較的水に恵まれている
とされる日本でも開発や設置が進められてお
り、海の恵みはますます私たちの生活になく
てはならないものになってきています。

70ページ

著作権法により
図版は掲載できません

地球温暖化により、ツバル国では国全体が海
に沈んでしまうおそれがあることが述べられ
ています。
・ 海に沈んでしまうとは大変なことですが、
ということは海は「困った存在」「迷惑な
存在」ということでしょうか？

・ どんなことで困るのでしょうか？
・ こうならないために、何をすればいいので
しょうか？
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❸東京書籍・小学校国語科の教科書における「海」

東京書籍　新しい国語４上

22ページ

著作権法により
図版は掲載できません

漢字の練習で、「水や海に関係のある言葉」
を勉強します。海に関係のある言葉は他にな
いでしょうか。
児童の海への関心を高めるよい機会です。

24ページ

著作権法により
図版は掲載できません

まさに海の生き物を扱った読み物です。ヤド
カリとイソギンチャクの生態が詳しく書かれ
ており、磯の体験学習の事前学習としても活
用できるでしょう。
内容は大変に理科的であり、生き物の共生に
関する内容です。「海の科学」、あるいは共生
というキーワードから海との共生に結びつけ
ることもできます。

32ページ

著作権法により
図版は掲載できません

相手に的確に話を伝える、という内容です
が、取り扱われているのが「水族館」です。
海への興味関心を高める教材となり得ます。

110ページ

著作権法により
図版は掲載できません

関連教材として、海の生き物を扱った書籍を
紹介しています。
ここで取り上げる、あるいはこれらの書籍を
実際に見せて、海への関心を高めることがで
きます。
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東京書籍　新しい国語４下

28ページ

著作権法により
図版は掲載できません

連詩の勉強で、お題として「海」が挙げられ
ていますので、海をテーマにした詩を取り上
げましょう。
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東京書籍　新しい国語５上

87ページ

著作権法により
図版は掲載できません

「５年生の本だな」で、読み物として海と森
の関わりを扱った本「森は呼んでいる」が取
り上げられています。
ぜひ紹介をしましょう。

104ページ

著作権法により
図版は掲載できません

「資料を読んで考えてみよう」という学習課
題のなかで「丈夫な骨を作るには」という資
料が紹介されています。
資料の中で、海そうが取り上げられています。



150

小
学
校
教
科
書
か
ら
の
抽
出

東京書籍　新しい国語５下

42ページ

著作権法により
図版は掲載できません

「森林のおくりもの」という読み物のなかで、
「大昔から日本では、塩を海水から作りまし
た」
という記述があります。
この部分はぜひ、さっと読み進むのではなく
取り上げるようにしましょう。

46ページ

著作権法により
図版は掲載できません

「森林のおくりもの」の続きです。
海岸で植林が続けられていることが紹介され
ています。

48ページ

著作権法により
図版は掲載できません

「森林ブックガイドを作ろう」という学習の
手引きで、
「海岸でも風や砂と戦いながら、植林が続け
られています」というところを、もっとくわ
しく知りたい」
として、関心を持つ例として取り上げられて
います。海に関心を持つ学びができる良い機
会ですので、手引きの通り、ここはこのまま
取り上げるのも良いでしょう。

49ページ

著作権法により
図版は掲載できません

48ページの手引きに従い、ブックガイドを作
成した例が載っています。
海に関する興味関心と学びを深める良い機会
です。

139ページ

著作権法により
図版は掲載できません

「言葉の世界」で、漁業に関する言葉がいく
つか採り上げられています。
他にどのような言葉があるでしょうか。言葉
の世界をひろげ、海のイメージを豊かにして
いきましょう。
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東京書籍　新しい国語６上

（扉）

著作権法により
図版は掲載できません

海の象徴的なイメージが語られています。海
のもつイメージを膨らませてみましょう。

15ページ

著作権法により
図版は掲載できません

日本十進分類法では「452」が海・川となっ
ています。
海のことを調べたければ図書館でこの番号を
探せばいい、ということを教えましょう。

24ページ

著作権法により
図版は掲載できません

太平洋の孤島、イースター島が取り上げられ
ています。
この話の趣旨は、海洋国として暮らす（つま
り、漁業を営んで暮らす）ときに森がいかに
大事であるか、という視点です。
同じ海洋国である我が国にも教訓となる話で
す。そのような視点も導きながら学習する
と、海への理解が深まります。

100～102ページ

著作権法により
図版は掲載できません

「資料を活用して書こう」のなかで「海岸や
河原にごみを捨てないようによびかける文章
を書きましょう」とした文章が紹介されてい
ます。
ここでは文書作成に関する学習がテーマです
が、海の学びを深める機会として活用しま
しょう。
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107ページ

著作権法により
図版は掲載できません

読み物の紹介で「海時計職人ジョン・ハリソ
ン」という書籍が紹介されています。船旅に
関する本です。

著作権法により
図版は掲載できません

同じく、「海があるということは」として、
海をテーマとした詩集が紹介されています。
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東京書籍　新しい国語６下

５ページ～16ページ

著作権法により
図版は掲載できません

まさに「海と関わりあい、海と生きる」とい
うことが主題の読み物です。海を真正面から
扱っていますので、ぜひじっくりと取り組み
ましょう。

18ページ

著作権法により
図版は掲載できません

「学習の手引き」ですが、海への興味関心、
海への関わり合いについて、真正面から取り
上げられています。
・ 太一にとって、「海」はどのようなもので
あるかを考えましょう

・ 「海」という言葉やそれに関連する言葉が
ふくまれている会話や、人物の関係図に書
いたことを手がかりにしましょう。

・ 物語の題名や、中に出てくる「海のいのち」
という言葉にこめられた意味を考えましょ
う。

26ページ

著作権法により
図版は掲載できません

「言葉の由来に関心を持とう」として、和語
の例として「海」が紹介されています。
つまり、古くから日本にあった言葉の代表的
なものとして「海」が紹介されている、とい
うことです。つまりは我が国と海の深い関わ
りを示しています。

118ページ

著作権法により
図版は掲載できません

読み物の紹介で、「鯨と少年の海」として漁
師について紹介した書籍が示されています。
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2-2　中学校教科書からの抽出

中学校・理科 東京書籍 新しい科学１年

東京書籍 新しい科学２年

中学校・社会科 東京書籍 新しい社会・地理

東京書籍 新しい社会・歴史

東京書籍 新しい社会・公民

中学校・国語科 東京書籍

❶東京書籍・中学校理科の教科書における「海」

東京書籍　新しい科学１年

11ページ

「水中の小さな生物」

著作権法により
図版は掲載できません

淡水を主体に書かれていますが、「海」から
の採取、海の生物の観察のこともしっかり書
かれています。ここを取り上げ、海にも目を
向けさせましょう。

56ページ

著作権法により
図版は掲載できません

発展的な学習として、海の藻類が紹介されて
います。食材として身近な生物が挙げられて
いるので、これらの生活について陸上の植物
と対比しながら取り上げましょう。
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102ページ

著作権法により
図版は掲載できません

私たちが日ごろ使っている食塩が海水から作
られていることが述べられています。
我が国では古来よりずっとそうでした。すな
わち、私たちが日本で暮らすうえで、海が欠
かすことのできないことを示す顕著な例のひ
とつです。
このことは強調して取り上げましょう。

172ページ

著作権法により
図版は掲載できません

・ 海の深いところ（深海）に潜るためには、
高い水圧（6800万 Pa）に耐える特別な装
置が必要であること、

・ 圧力に注目するならば、深海に潜るのは真
空の宇宙に出るよりも困難であること、

が述べられています。
簡単にたどり着けない場所であるために、深
海はまだ分からないことがたくさんある場所
です。

174ページ

著作権法により
図版は掲載できません

172ページの「科学の扉」を受けて、深海で
の水圧について述べられています。

176ページ

著作権法により
図版は掲載できません

172ページの「科学の扉」を受けて、深海に
棲む生物について取り上げています。
ただし、172ページで触れたように、深海は
分からないことがまだまだあり、深海魚につ
いても分かっていない事がたくさんあります。
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192ページ

著作権法により
図版は掲載できません

海底の熱水噴出孔が紹介されています。
この記事では宝石のほかに金属資源の採取が
期待できると書かれていますが、まさにレア
アースの材料源として近年とても注目されて
います。
レアアースは先端科学を支える材料です。つ
まり、海が日本の先端科学を支えていると
いって過言ではない状況です。

199ページ

著作権法により
図版は掲載できません

地層が海でも作られていることが書かれてい
ます。
地層の中に貝殻が入っている例などを取り上
げ、現在私たちが暮らしている場所もかつて
海であった可能性について考えましょう。
このことで、海から離れた地域でも海を身近
に感じたいものです。

207ページ

著作権法により
図版は掲載できません

199ページで触れたことが実例で述べられて
います。

207ページ

著作権法により
図版は掲載できません

これは海が被害をもたらす例ですが、海は
我々に恵みも与え、試練も与えるということ
です。
海に囲まれた我が国では津波の被害も多く発
生してきましたが、それを少しでも減らそう
と、生活の工夫や知恵が生まれてきました。
これも、私たちと海との共生の一面です。
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209ページ

著作権法により
図版は掲載できません

このことをキッカケに、海の中の構造（地形）
についても考えてみましょう。

210ページ

著作権法により
図版は掲載できません

209ページの関連です。日本近海の構造につ
いて考えてみましょう。

214～215ページ

著作権法により
図版は掲載できません

侵食・運搬・堆積は川の姿としてとらえます
が、最後の堆積は海での出来事であるという
視点を持ちましょう。

著作権法により
図版は掲載できません
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著作権法により
図版は掲載できません

著作権法により
図版は掲載できません

特に、川から遠く離れた深海でも、川から運
ばれた泥が堆積していることが分かっていま
す。
このことから、近海だけではなく深海も川と
つながっていることを学びましょう。

216ページ

著作権法により
図版は掲載できません

一方、広い海の真ん中では川から運ばれたも
のが到達せず、そこでは生物の死骸などのみ
が堆積する。
このように、陸地からの距離によって海の姿
も大きく異なることを学びましょう。

217ページ

著作権法により
図版は掲載できません

地層のでき方。ここでも、取り上げられてい
るのは海での地層のでき方です。

218ページ

著作権法により
図版は掲載できません

別の視点から考えると、このような事が分か
るのは、海は深さによって地質や生物の環境
がはっきり異なっているということです。
216ページの話と関係しますが、海の場所に
よってその姿が大きく違っている、というこ
とをしっかり理解しましょう。
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219ページ

著作権法により
図版は掲載できません

218ページで述べたことの例のひとつです。

225ページ

著作権法により
図版は掲載できません

エベレストのような高い山であっても、そこ
がかつて海であったことが分かっています。
私たちの住んでいるところはどうでしょうか。

228ページ

著作権法により
図版は掲載できません

これを参考にして、私たちの住んでいる地域
（東京、関東）の地形の歴史を考えてみましょ
う。特に、海との関係に注目して考えましょ
う。

229ページ

著作権法により
図版は掲載できません

地表の変化における海の関わりを理解しま
しょう。

235ページ

著作権法により
図版は掲載できません

海水から食塩を取り出す実験は学ぶ点の多
い、たいへん優れた実験です。ぜひ実施しま
しょう。
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東京書籍　新しい科学２年

114ページ

著作権法により
図版は掲載できません

海で生活することはどのような利点と欠点が
あるか、話し合ってみましょう。
陸上の生活との違いを考えてみましょう。
さまざまな生き物の種類について、陸にも海
にもいる、陸にしかいない、海にしかいない、
で区別してみましょう。

117ページ

著作権法により
図版は掲載できません

海産の軟体動物と淡水産の軟体動物を、それ
ぞれ挙げてみましょう。

120ページ

著作権法により
図版は掲載できません

中学校１年で学んだことの振り返りです。
深海に棲む生き物とは何であったか、思い出
して確認しましょう。

208ページ

「大気の動きと日本の天気」

著作権法により
図版は掲載できません

これまでに「台風は南の海上で発生する」と
勉強しましたが、ここでは「なぜ海の上なの
か」という疑問を持って学習に臨みましょう。
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212ページ

著作権法により
図版は掲載できません

水の性質を理由として、海洋は大陸とは違っ
たふうに天気に影響を与えます。
海に囲まれている日本は、当然ながらその影
響を強く受けます。

213ページ

著作権法により
図版は掲載できません

著作権法により
図版は掲載できません

212ページの季節風と同じく、海陸風も陸と
海の温まり方の違いで生じる風ですね。
このように、年間を通しても（季節風）、一
日の中でも（海陸風）、海は日本の天気に影
響を及ぼしています。海から離れた地域で
あっても、その影響は受けています。

214ページ

著作権法により
図版は掲載できません

海の温度の違いも、日本の天気に大きな影響
を及ぼしています。

217ページ

著作権法により
図版は掲載できません

梅雨の雨も、海（太平洋）からの蒸気が影響
していることを学びましょう。
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219ページ

著作権法により
図版は掲載できません

台風はなぜ海上で強く発達するのでしょうか。

著作権法により
図版は掲載できません

ここに、台風の発達にとって海が重要である
ことのヒント（ほぼ答え）が書いてあります。
答えは「水分の補給」ですね。
台風の発生にとって海が重要であることを学
びましょう。

234ページ

著作権法により
図版は掲載できません

水の絶対量も移動量も、陸地よりも海のほう
が圧倒的に多いことを確認しましょう。
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❷東京書籍・中学校社会科の教科書における「海」

東京書籍　新しい社会　公民

39ページ

著作権法により
図版は掲載できません

なぜ、公海上での海賊対策が必要なのでしょ
うか。

101ページ

著作権法により
図版は掲載できません

海に関する産業のことが書かれています。
（この単元をどのように使うか、指導計画に
依りますが）
「自分の町は海とどのような関わりがあるか」
という観点から、この単元のテーマである政
治参加の視点を深めてみましょう。

102ページ

著作権法により
図版は掲載できません

こちらも同じく、この単元の指導計画に依り
ますが、
「海岸の自然を体感するイベント」とはどの
ようなものか、どのようなことが出来そう
か、考えてみましょう。

106ページ

著作権法により
図版は掲載できません

海が近くにあると、そうでない地域に比べて
どのような違いがあるだろうか。
地理的な違いから、生活上の違い（メリッ
ト・デメリット）を考えてみましょう。
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147ページ

著作権法により
図版は掲載できません

日本でもこのようなことは起こり得るのか、
考えてみる。
（または海面上昇ではないが、輪中の生活で
学んだことを振り返る）

150ページ

著作権法により
図版は掲載できません

「海洋国家・日本」を考えるうえで大変重要
な視点ですので、しっかりと学ばせ、考えさ
せましょう。

156ページ

著作権法により
図版は掲載できません

39ページにも書かれていました。海賊は昔の
話ではありません。なぜ今でもこのような問
題が起こるのでしょうか？

164ページ

著作権法により
図版は掲載できません

147ページの紹介を受けて、海面上昇の問題
はここで取り上げましょう。
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東京書籍　新しい社会　歴史

《冒頭》

著作権法により
図版は掲載できません

島の世界遺産ですが、評価されている「地
形・地質」は海を含めた環境の中で出来上
がったものであり、海の世界遺産といっても
いい存在です。

29ページ

著作権法により
図版は掲載できません

著作権法により
図版は掲載できません

縄文時代、タンパク質原として海産物が重要
であったと考えられています。
日本はこの時代から海に頼って暮らしていた
といえるでしょう。

69ページ

著作権法により
図版は掲載できません

この時代、海岸に港が発達したことをしっか
り確認しましょう。

94ページ

著作権法により
図版は掲載できません

大航海時代と呼ばれていた16世紀、海はどう
いった存在であったのか、考えてみましょう。
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101ページ

著作権法により
図版は掲載できません

海外との貿易には海路がもちろん重要であ
り、そのための技術がすでにあったことが読
み取れます。

103ページ

著作権法により
図版は掲載できません

この時代、航海術が日本にもたらされました。

108ページ

著作権法により
図版は掲載できません

徳川家康の時代にも、海外との貿易がさかん
に行われていたことを覚えておきましょう。

113ページ

著作権法により
図版は掲載できません

捕鯨が江戸時代から行われていた産業である
ことを覚えておきましょう。
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113ページ

著作権法により
図版は掲載できません

著作権法により
図版は掲載できません

江戸時代、
・国内海路がさまざまに開発されていたこと
・ 海を利用した運搬が「海運」とよばれ、産
業として成立していたこと

を覚えておきましょう。

168ページ

著作権法により
図版は掲載できません

海運業が明治初期の日本の貿易を支えたこと
を覚えておきましょう。
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東京書籍　新しい社会　地理

７ページ

著作権法により
図版は掲載できません

著作権法により
図版は掲載できません

まず世界の海を知る、その中で日本の海を知
ることは大切です。
特に、地表のおよそ７割が海であることは押
さえておきましょう。

17ページ

著作権法により
図版は掲載できません

日本は他国とどのように接しているのか（国
境が定められているのか）、しっかりと確認
しましょう。

92ページ

著作権法により
図版は掲載できません

海洋国家とはどういうものであるか、日本以
外の海洋国を調べることでより確かにするこ
とができます。

114ページ

著作権法により
図版は掲載できません

領海や経済水域の学習につながるので、日本
の位置の確認は地図だけでなく地球儀で確か
めましょう。
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116ページ

著作権法により
図版は掲載できません

地図だけでなく、ぜひ地球儀で確認しましょ
う。より確かなイメージを持つことができま
す。

116ページ

著作権法により
図版は掲載できません

領土、領海、排他的経済水域（ＥＥＺ）がど
ういうものか、しっかりと学びましょう。

116ページ

著作権法により
図版は掲載できません

日本が「海洋国家」である地理的な観点を
しっかり学びましょう。

117ページ

著作権法により
図版は掲載できません

領土と経済水域を合わせると日本が世界第６
位の大きな地表を占める国家であることを
しっかり学びましょう。

120ページ

著作権法により
図版は掲載できません

海洋国家・日本の各県について、海がどのく
らい「近い」か、考えてみましょう。
いわゆる「海無し県」はどこでしょうか。
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128ページ

著作権法により
図版は掲載できません

この節では、海洋国家・日本の地理的な特徴
について詳しく学んでいきます。
世界に類を見ない際立った特徴なので、しっ
かりと学んでいきましょう。

著作権法により
図版は掲載できません

この図では、海の深さに注目しましょう。

128ページ

著作権法により
図版は掲載できません

海岸の種類の違いを学んでおきましょう。そ
れぞれの海岸で適した産業があることを、後
に学んでいく基礎となります。

129ページ

著作権法により
図版は掲載できません

日本を取り巻く海の、地理的な特徴であると
同時に、日本を産業的に支える基盤ともいえ
る特徴です。
大陸棚は特に作業との関わりの強い部分なの
でしっかりと学びましょう。

129ページ

著作権法により
図版は掲載できません

２つの海流（黒潮と親潮）についてもしっか
り学んでおきましょう。
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130ページ

著作権法により
図版は掲載できません

日本の川の急峻さは、128ページの日本の断
層図で考えると理解を深め、「海につながる
川」としての視点も持つことになります。

146ページ

著作権法により
図版は掲載できません

これは一例ですが、海に近いという事がメ
リットとなり、臨海部に発達する産業があり
ます。
どのような利点があるか、あるいは注意しな
ければならない点があるか、考えてみましょ
う。

149ページ

著作権法により
図版は掲載できません

日本が海に依存する国である一面です。日本
人が摂取する栄養のうち海産物が占める割合
いは、動物性タンパク質では４割を超すと言
われます。

150ページ

著作権法により
図版は掲載できません

146ページでも学びましたが、海に近いこと
がどのような利点となり、産業が臨海部に発
達することになるのかをここでも考えましょ
う。
このこともまた、「海に依存する国」として
の一面です。

154ページ

著作権法により
図版は掲載できません

海上交通の利点を考えてみましょう。
私たちは現在、国内移動にせよ海外に行くに
せよ船で移動することは少ないですが、日本
の産業全体を考えたとき、海上交通はどのく
らい大切になってくるでしょうか。考えてみ
ましょう。
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157ページ

著作権法により
図版は掲載できません

154ページについての話し合いの内容がここ
で展開されています。

157ページ

著作権法により
図版は掲載できません

国内輸送に海上交通が使われる例が示されて
います。
このような輸送方式は大陸国家ではできない
ことであり、海洋国家ならでは実現すること
だということをしっかり確認しましょう。

171ページ

著作権法により
図版は掲載できません

瀬戸内海地方でなければ馴染みが薄い面があ
りますが、瀬戸内海は日本の産業を支える重
要な内海です。
海洋国家・日本を支える重要な海として、
しっかり学びましょう。

172ページ

著作権法により
図版は掲載できません

具体的に瀬戸内海のどのような点が利点と
なっているのか、ここでは居住、工業のこと
が取り上げられています。
それぞれ、詳しく学びましょう。

173ページ

著作権法により
図版は掲載できません

172ページの続きで、ここでは漁業を取り上
げられています。外海に比べてどのような利
点があるのか、しっかり学びましょう。
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186ページ

著作権法により
図版は掲載できません

国内の海運業の歴史についても押さえておき
ましょう。
日本が江戸時代から「海の国」であったこと
が、当時すでに発達していた海路から学ぶこ
とができます。

194ページ

著作権法により
図版は掲載できません

中部工業地帯でも海の役割が大きいことを
しっかり確認しましょう。

198ページ

著作権法により
図版は掲載できません

中国や韓国との経済交流が盛んになるにした
がい日本海側の海路も新たに開かれてきまし
た。
このような点からも、島国つまり海洋国家で
ある日本は海の存在抜きには経済を考えるこ
とができないことをしっかり押さえましょう。

著作権法により
図版は掲載できません

203ページ

著作権法により
図版は掲載できません

景品工業地帯でも、海の果たす役割が大きい
ことを確認しましょう。
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206ページ

著作権法により
図版は掲載できません

203ページの内容がここでも触れられていま
す。

213ページ

著作権法により
図版は掲載できません

岩手県沿岸部のリアス式海岸の特徴と、その
結果発達した産業について述べられています。

223ページ

著作権法により
図版は掲載できません

日本の食を支える海の幸が北海道沖合で獲ら
れていることを学びましょう。

225ページ

著作権法により
図版は掲載できません

「植林による漁業の活性化」として、海と森
の関係について解説されています。
日本の海（特に近海）を支える、海洋国家・
日本にとってたいへんに重要な視点ですので
しっかりと学び、また考えさせましょう。
・ 海を守るために森を守る、という視点があ
ること

・ 海から離れた地域でも海に影響を与えること
・ 海から離れた地域でも海を守ることができ
ること

238ページ

著作権法により
図版は掲載できません

これまでの学習をもとに「調査テーマ」を決
めるのですが、ぜひ「海との関わり」という
視点も持てるよう、手引きをしましょう。
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❸東京書籍・中学校国語科の教科書における「海」

東京書籍　新しい国語１

22ページ

著作権法により
図版は掲載できません

古典ですが、海が舞台となっています。古よ
り、日本では海が舞台になっていたのだとし
て、海と私たちの関わりを取り上げることが
できます。

東京書籍　新しい国語２

16ページ

著作権法により
図版は掲載できません

「短歌を楽しむ」の課題で、海をテーマにし
た短歌が紹介されています。
ここで、目の前にはない海をお題とした短歌
を詠んでみよう、という活動も考えられます。

18ページ

著作権法により
図版は掲載できません

この若山牧水の短歌も海をお題にしています。

102ページ

著作権法により
図版は掲載できません

「平家物語」を読み取る課題のなかで、海や
風の描き方を読み取るよう示されています。
海洋教育の観点から、ここでは平家物語が記
された時代から海が人々の生活の大切なシー
ンであったことを読むことができます。
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166ページ

著作権法により
図版は掲載できません

「神奈川沖浪裏」についての赤瀬川源平の作
品で、まさに海がテーマです。

東京書籍　新しい国語３

61ページ

著作権法により
図版は掲載できません

「絶滅の意味」という読み物で、生物の絶滅
を取り上げています。このなかで「絶滅の恐
れがある日本の野生生物の種類」という表が
あり、汽水および淡水の魚類が最も多く絶滅
の危機に瀕していることが示されています。
この作品は環境教育の教材として考えられる
ものですが、海洋教育の視点から「著者は海
に対してどのような意見を述べているか」と
いった取り上げかたができます。

80ページ

著作権法により
図版は掲載できません

「星の航海術」という読み物で、南洋の航海
技術についてのお話です。海とどのように暮
らすか、という視点で読むことのできる作品
です。

104ページ

著作権法により
図版は掲載できません

江戸時代、松尾芭蕉が詠んだ海の心情です。
どのように海がとらえられていたか、考えて
みましょう。
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123ページ

著作権法により
図版は掲載できません

スピーチ発表について取り上げた課題です
が、海岸の清掃ボランティアの話題です。

147ページ

著作権法により
図版は掲載できません

山口誓子の、海を詠んだ句が紹介されていま
す。次ページからの、魯迅の作品のリードと
なっています。

148ページ

著作権法により
図版は掲載できません

魯迅の、故郷をテーマにした作品ですが海が
舞台となっています。

217ページ

著作権法により
図版は掲載できません

平山郁夫の作品ですが、海についての著者の
原体験、海は静けさと安らぎを与えるもの、
という書き出しが印象的です。

266ページ

著作権法により
図版は掲載できません

立松和平の作品で、冬の北海道の海、流氷が
テーマです。冬に押し寄せる流氷の厳しさ
と、そのような流氷であってもなお、恵みを
もたらすなくてはならない存在であることが
書かれています。
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2-3　高等学校教科書からの抽出

❶高等学校国語教科書における「海」

東京書籍・高等学校国語総合教科書における「海」
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三省堂・高等学校国語現代文B教科書における「海」
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三省堂・高等学校国語古典文B教科書における「海」
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❷高等学校社会科教科書における「海」

東京書籍・高等学校世界史B教科書における「海」
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詳説日本史　山川出版・高等学校日本史B教科書における「海」
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新詳地理B　帝国書院・高等学校地理B教科書における「海」
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実教出版・高等学校政治・経済教科書における「海」
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第一学習社・高等学校現代社会教科書における「海」
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実教出版・高等学校倫理教科書における「海」
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❸高等学校理科教科書における「海」

第一学習社・高等学校物理基礎、物理教科書における「海」
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東京書籍・高等学校化学基礎、化学教科書における「海」
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東京書籍・高等学校生物基礎、生物教科書における「海」
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2-4　案内ウェブサイトの構築

　お茶の水女子大学が取り組む海洋教育促進事業の取り組み内容を広く紹介するため、大
学のウェブサイト（サイエンス＆エデュケーションセンターのサイト内）に「海洋教育促
進プログラム」のサイトを設置しました。さらに、ウェブ上の様々なサービスを可能にす
るため、より詳しいサイトを外部サーバー上に設置しました。
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３　海洋教育教材・海洋教育学習

プログラムの開発と提供　　
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概要： 海から離れた学校でも実践できる海洋教育教材、海洋教育学習プログラムとして、
「海からの贈り物」シリーズを発展させる。

3-1　海からの贈り物（ウニ）

〈学校教員の先生方への案内〉
　小学校・中学校・高校の先生方へ
　お茶の水女子大学
　海洋教育促進プログラム（日本財団助成事業）による
　「海からの贈り物（ウニ）」教材配布の募集‼（27 Oct 2014）

1．受精観察コース（卵・精子の提供、100校募集）
　発生の実験材料として、生きたウニではなく、冷蔵庫で保存できる卵と精子を送付しま
すので、あまり経験の無い方でも簡単にできます。提供は無料です。
　１月下旬から２月にかけて、以下のスケジュールで金曜日に配達します。
　　１月30日（金）配達　→　２月２日（月）からの週の実施
　　２月６日（金）配達　→　２月９日（月）からの週の実施
　　２月13日（金）配達　→　２月16日（月）からの週の実施
　　２月20日（金）配達　→　２月23日（月）からの週の実施
＊ 申込方法：ホームページ（http://www.marine.bio.ocha.ac.jp）より、申込書をダウンロー
ドしていただき、必要箇所を記入の上、メールにてお申し込みください（wangan@
cc.ocha.ac.jp）。E-mail が困難な場合、FAXで受け付けます（0470-20-9011）。
＊申込〆切：12月５日（金）。先着順。100校に達した時点で〆切ります。
　  （実施日時が未定の場合でも、期日までにお申し込みください。日程が決まり次第、こ
ちらに連絡をしてください。）

2．ポケット飼育コース（幼生から稚ウニまでの飼育、10校募集）
　生徒各自がプルテウス幼生から変態を経て稚ウニまで、自分の容器で飼育観察するコー
スです。１月中旬より支援いたします。
　センターから、必要な器具類を無料にて貸与します。器具数に限りがあるため、先着10
校とし、初めて申し込む学校を優先します。またこの10校以外にも、器具類を自分で用意
すれば、海水や餌等は提供します。お問い合わせください。
　このコースで使用する幼生は、“1. 受精コース”を申し込み、幼生を準備してください。

海洋教育教材・海洋教育学習プログラムの
開発と提供
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ご自分でウニを用意して実験されていれば、“1. 受精観察コース”を申し込む必要はあり
ません。成体のウニの提供も別途行っていますが、数に限りがあり、毎年ご利用の学校以
外への提供は難しい状況です。『4. その他＊ウニ（成体）の提供について』をご参照くだ
さい。
＊ 申込方法：ホームページ（http://www.marine.bio.ocha.ac.jp）より、申込書をダウンロー
ドしていただき、必要箇所を記入の上、メールにてお申し込みください（wangan@
cc.ocha.ac.jp）。E-mail が困難な場合、FAXで受け付けます（0470-20-9011）。

＊申込〆切：12月５日（金）。先着順。10校に達した時点で〆切ります。

3．事前研修のお知らせ
　本プログラムに即した事前研修を行います。本プログラムの導入を考えている方や、実
験方法に不安がある方は是非ご参加ください。研修は半日を予定していますが、当セン
ターに宿泊することも可能です。遠方からの参加希望の方、じっくり観察をしたい方、他
の教員の方と交流を深めたい方など、ぜひこの機会をご利用ください。
　２日目には、ウニ以外の研修も行う予定で、ウミホタルについての内容を検討していま
す。これまで、海藻を用いた色素単離実験や海藻アート、ウニ卵を用いた実験などに関す
る研修も行ってきました。もしやってみたい内容がおありでしたら、申込み用紙の所定欄
に記入ください。
　　日時：12月27日（土）13時30分～17時30分　ウニの発生研修
　　　　　12月28日（日）９時～12時　ウミホタルの生物学　他
　また、先生方のご都合に合わせて随時、研修を行っています（日帰り研修、２時間程度）。
上記の日程で都合がつかない場合は、こちらもご利用ください。
＊館山で行う研修に参加の教員には旅費支給・出張依頼文書が可能です。

4．その他
＊ 取組みが終了したら、報告書を提出してください。その際、実験に使用した卵について、
使用前の段階で卵がどのぐらい崩壊しているのか、受精率はどのぐらいか、割合をお知
らせください。（報告書に記入欄があります。）また、今回の取組みの様子の分かる教室
の写真（授業風景）を提供してください（幼生などの顕微鏡の写真ではありません）。
写真のファイルを数枚、この報告書のファイルと一緒にメール添付でお送りください。
写真は関連のシンポジウムや報告書等で使用させて頂くことがありますのでご了解くだ
さい。ウニを利用した授業の学習指導案なども差し支えなければご提供お願いします。

＊ウニ（成体）の提供について
　  採卵用のウニ（成体）の提供は、従来から行っている材料提供のページ（http://
marine.bio.ocha.ac.jp/tateyamauserJ09.htm）をご覧下さい（有料）。但し、あまり余裕
はないので、新規の学校は難しい状況です。詳しくは直接ご相談下さい。

＊お問い合わせ：
　wangan@cc.ocha.ac.jp（e-mail が使えない場合　FAX 0470-20-9011）
　お茶の水女子大学湾岸生物教育研究センター　tel 0470-29-0838
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